
                                

山口大学憲章 
 

はじめに 

山口大学は、1815（文化 12）年、長州藩藩士・上田鳳陽によって創設された私塾・山口講堂を前身とし、

明治・大正期の学制を経て、1949（昭和 24）年には、平和と繁栄を願い、地域における高等教育および

学問研究の中核たる新制大学として創設されました。そして 2004（平成 16）年、国立大学法人山口大学

が設置する国立大学となりました。 
 

いま、新たな大学づくりに踏み出すにあたり、ここに「山口大学憲章」を掲げ、学生・教員・職員の三者が

一体となって、理念の共有と目標の実現をめざします。 

 

Ⅰ 基本理念 

1「発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場」の創造 

私たち山口大学は、２１世紀の多様な課題を「発見し・はぐくみ・かたちにする」、豊かな「知の広場」を

創り出します。 

私たち山口大学は、この「知の広場」において、自らの役割と実績とを不断に評価しつつ英知の創造

をめざします。 

 

2 共同・共育・共有精神の涵養 

私たち山口大学は、共に力を合わせ、共に育み合い、共に喜びを分かち合います。この共同・共育・

共有の精神を"山大スピリット"として涵養します。 

 

3 公正・平等・友愛の尊重 

私たち山口大学は、"山大スピリット"による他者への配慮と自らを律する倫理観のもとに、あらゆる偏

見と差別を排し、公正と平等と友愛の精神を尊重します。 

 

 

Ⅱ 教育の目標 

1 専門性と社会性の育成 

私たち山口大学は、地域の基幹総合大学として、各学部・研究科の特性を活かし、個性あふれる専門

性と社会性に富んだ人材を育みます。 

 

2 自己啓発・自己研鑽・自己管理の徹底 

私たち山口大学は、自己啓発・自己研鑽に努め、自己管理能力を身につけた人材を育みます。 
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3 知識社会に応える能力の醸成 

私たち山口大学は、地域社会および国際社会の発展と平和の実現に貢献するために、２１世紀の知

識社会における課題探求と問題解決の能力を持った人材を育みます。 

 

Ⅲ 研究の目標 

1 先進的な研究を社会に還元 

私たち山口大学は、基礎的・学術的研究および社会が直面する課題の克服と解決に役立つ研究を重

視し、総合大学の特性を活かし、先進的かつ長期的な視野に立った研究を進め、その成果を社会に

還元します。 

 

2 学際的な研究体制の構築 

私たち山口大学は、人文科学、社会科学、自然科学、生命科学などの学問分野の独自性を尊重しな

がら、これら諸分野の連携を通して、２１世紀の時代にふさわしい学際的な研究体制を構築します。 

 

3 研究活動の透明性と説明責任の遵守 

私たち山口大学は、研究者相互の交流を基盤に、山口大学を主体とする共同研究体制を構築します。

その研究過程と研究成果は広く社会に発信し、説明責任を果たします。 

 

Ⅳ 私たちの責務 

1 新たな価値の創出 

私たち山口大学は、人間と人間、人間と自然、人間と科学とが調和する新たな価値の創出をめざしま

す。 

 

2 社会が抱える問題解決への寄与 

私たち山口大学は、２０世紀の時代が繁栄と豊かさをもたらす一方で、自然環境の破壊や貧困・飢

餓・戦争など、多くの社会問題が表出した時代であったことを認識し、２１世紀の今日にあっては、これ

らの矛盾の解決のために英知と勇気を役立てます。 

 

3 地域社会の発展と国際社会への貢献 

私たち山口大学は、心豊かな教養人と優れた専門的知識・技術を持った人材を育み、地域社会の発

展と国際社会の平和に貢献し、人類の幸福に寄与します。 
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